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二六.´― 連ヽ結線(Sl鶴r)は 異音 に附せ られ た場合

で,雨 音符 を園滑に奏す る事 を示す(い 九要参照)

二七・ 冷、 延長記擁 (PauSC)は 昔符又 は休 止符田

有 の時間 を共の場合によ り適宣 に延長す る。

(一 〇 貰 参 照)

八・ 園織 (StaCC→ 警符闘有の時間 よ り短 く。

艶賠僣鐵CatiSSimO)… 麟短 く切 る。 田 四買参照)

九・ |II  :|1反 復記続 (三 一質参照l

三 0, 省略記鑢  大性 に於 て同

じで あ るが,絡 りの小部分 だけ異 な る場 合・始 め

は⌒ の部 を奏 し二 回 日は /・ジい、の部 を養

す る。 (正 一貫参照)

∩ ∩

i「″1■.1.=iti=1:  _.■ ffit●
=■

薫I●::|::,1::=::ギ if::」 .1ィ :`:.=1:_:i「 .:‐ r.1 -■ ―― ・. .,.・  .|_

昭

和

ふハ
輩

¨
一
月
　
一　
１１

印

刷

購

和

六

年

一
一
月

十

露

職

行編
　
纂
　
者

編
　
纂
　
者

職
　
行
　
者

印
　
刷
　
者

機
　
行
　
所

大

阪

市

東

縫

北

久

壇

寺

町

四

∵

＝

三

本

染

器

店

厭
Ｉ
さ

ヽ
酪
堪

八

０

六

幕

凛
嘔

ョ
）

″
騰

壌

人

〇

七

薔

大

阪

市

東

離

味

原

町

九ヽ

九

大
阪
音
染
學
校
癸
友
會
出
版
部

電

諮

憲

Ｘ

五

三

響

櫨
替
Ｕ
座
大
阪
六
〓
二
一
０
薔

田 永

Ｈ
民

虚
ュ

大

阪

市

策

賊

味

原

町

九

九

永

井

幸

次

大
阪
市
天
工
寺
肛
大
激

麟

二
六

大

阪

市

東

“

味

朦

町

九

れ

大
阪
青
染
學
校
葉
友
會

」じ

―

助 次

本 披 製 複 許 不

卜
し

だ
『

111`| .

螢
　
賣
　
麟

多

　

野

|サl

略
■
中
筆
∴
“
彙
＝
―――
■
●

金
四
拾
本
錢

驚
　
　
槻

¨
金
難
拾
編
餞


